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若狭野小学校統合準備委員会

令和８年４月の若狭野小学校・青葉台小学校の統合に向け、若狭野小学校保護者

代表、地域代表、小学校代表、未就学児保護者代表で構成する「若狭野小学校統合

準備委員会」を設置し、今後、定期的に委員会を開催していきます。

「若狭野小学校統合準備委員会だより」では、統合準備委員会で協議した内容な

どについて、お知らせします。

第４回若狭野小学校統合準備委員会

日時：令和 7年 6月 6日（金） 19 時 10 分～

場所：若狭野小学校ランチルーム

１ 開会

２ 議事

（１）オープンスクール、学校見学等に係る意見交換（課題共有）

5/21 青小オープンスクール、6/5 青小見学

【主な意見・確認事項】

・運動会など大きな行事の際に青小では保護者用の駐車場が不足するのではな

いか。

→教育委員会と青小で検討する。

・運動会では観覧するために場所取りが必要なのか。

→コロナ禍後はそういったことはない。

・青小は校舎が３棟あって広く少し複雑であるが、慣れれば問題ない。

・若小、青小ＰＴＡ関連で調整すべき項目の対応について。

→ＰＴＡ間の協議を６月中に行う。

・若小と青小で校事表（休み時間等）に違いがあるが合わすことができないか。

→児童はすぐ慣れると考えるので、今青小の校時へ合わすことはしない。

・青小の校舎は老朽化しているので、修繕を要望したい。

【若小青小の合同授業等、若小の地域連携授業について】

・各学年、学期に１回は若小青小の合同授業等を予定している。



・若小では思い出に残るような特別な行事を複数計画している。

・若小児童からは合同授業がとても楽しいという意見があり、青小児童も統合

を楽しみにしているようである。できるだけ合同授業等を増やして欲しい。

・青小と統合しても、若小の伝統的な行事や授業を続けてもらえるのか。

→青小校区に若小校区が入るということを加味して、カリキュラムの見直

しを両校の間で協議している。全ての行事を残すことは難しい。

（２）通学方法等について

バスルート試走により、子どもの安全面からルートの再検討

・野々地区の乗降場所（ふれあい公園）について狭小のため再考を依頼

→野々地区は、国道の宮ノ尾バス停を乗降場所とする。

・低学年の児童の乗降は不安であるので、乗降場所の安全策、雨の日の対策を

お願いしたい。

→路線バスのバス停は、事業者管理、国道は国の管理となるので対応は難

しい。問題要望としたい。

・欠席連絡のアプリがあるようなので、導入してはどうか。

→アプリについて調査する。

・運転手に加えて補助の大人を付けられないか。

・バスの置き去り防止装置は整備できるのか。

→標準仕様とする。

３ その他

○バスルートについて

バスルートの人数予定を整理する。

○次回日程調整

ＰＴＡ間協議後とする。

【お問い合わせ等】

教育委員会管理課 TEL：0791-23-7142 FAX：0791-23-7148

✉：kyoikukanri@city.aioi.lg.jp


